
使用料・補助金等見直し検討部会　既存補助金等検証結果（案）

事業
補助化

補助額
適正化

整理
統合

その他

Ｃ
市民からの利用料だけでは実施が困難な民
間事業者の事業に対する補助金

6 3 0 0 0 0 0 2 1

Ｄ
市立小･中学校や教職員活動に対する交付
金･補助金

6 4 2 0 1 0 1 0 0

Ｅ 商工業団体が行う事業に対する補助金 10 2 5 1 0 2 3 0 3

Ｆ 農林業団体が行う事業に対する補助金 8 3 4 2 3 0 1 0 1

Ｇ 障害者等の当事者団体に対する補助金 10 1 1 1 0 0 0 6 2

Ｈ
公的委員が円滑に活動するために当該委員
で組織する団体への補助金

3 0 3 3 3 0 0 0 0

Ｉ
小・中学校区ごとに地域で公益活動を行う
団体及びその上部団体に対する補助金

7 4 3 3 0 1 0 0 0

Ｊ
市の事務の代替的な事業を行う団体への補
助金

12 2 9 7 1 2 3 1 0

Ｋ 社会教育関係団体に対する補助金 23 0 3 1 0 1 1 9 11

Ｌ その他の補助金等 11 1 6 3 0 0 3 0 4

96 20 36 21 8 6 12 18 22

件数

見直して継続

内数（重複あり）
件数

合　　計

新制度
創設

その他
(提案公募
自由型等)

現行
継続

廃止

補助金の分類区分



使用料・補助金等見直し検討部会　既存補助金等検証結果（案）

事業
補助化

補助額
適正化

整理
統合

その他
新制度
創設

その他
(提案公募
自由型等)

　Ｃ　市民からの利用料だけでは実施が困難な民間事業者の事業に対する補助金

1
障害者（児）歯科診療事業
補助金

（財）大阪府警察協会 北大阪
警察病院

○ H26
市内の身近な歯科医院へも対象
を拡大する制度を創設する。

2
障害児者短期入所施設運営
助成金

社会福祉法人　慶徳会 ○ H26
他の事業所へも対象を拡大する
制度を創設する。

3
バイオインキュベーション
施設集積促進事業補助金

バイオ・サイト・キャピタル株
式会社(バイオイノベーション
センター運営者）

○

4
街かどデイハウス支援事業
補助金

特定非営利活動法人 すかいぶ
るー　他９事業所

○
新規参入ができるよう５～10年で公募する
など、競争原理の導入を検討してはどう
か。

街かどデイハウスのあり方について、他市
の状況も含めて検討します。

5
茨木市地域バス路線運行事
業補助金

阪急バス㈱ ○
他の撤退した路線との公平性の検証が必要
ではないか。

市街地で撤退した路線では、ある程度の交
通手段の確保はされており、当補助金は市
山間部の通学児童を含めた市民の交通手段
の確保が目的であることから公平性は確保
出来ていると考えています。

6 訪問看護事業補助金
財団法人茨木市保健医療セン
ター

○ H25
H23年度に黒字化したことから
廃止する。

見直し内容等補助金等の名称 交付の相手先
検討部会
指摘事項

検討部会の指摘事項に
対する対応

見直し
年度

廃止見直して継続
現行
継続

№
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事業
補助化

補助額
適正化

整理
統合

その他
新制度
創設

その他
(提案公募
自由型等)

見直し内容等補助金等の名称 交付の相手先
検討部会
指摘事項

検討部会の指摘事項に
対する対応

見直し
年度

廃止見直して継続
現行
継続

№

　Ｄ　市立小･中学校や教職員活動に対する交付金･補助金

1
茨木市立小･中学校特色ある
学校づくり推進交付金

茨木市立茨木小学校特色ある学
校づくり推進委員会
ほか 46小･中学校の同推進委員
会

○

より地域の実情を反映した特色ある事業と
するため、各学校の提案をコンペしてはど
うか。また、成果を市民等へＰＲしたほう
が良い。

事業内容が各課題等に則したものになって
いるか十分精査します｡各学校のﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞを
使用してＰＲします｡

2
茨木市授業づくり推進交付
金

茨木市立茨木小学校 ほか46小･
中学校

○

より地域の実情を反映した特色ある事業と
するため、各学校の提案をコンペしてはど
うか。また、成果を市民等へＰＲしたほう
が良い。

予定している研究授業が効果的な内容に
なっているか精査します｡各学校のﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ
を使用してＰＲします｡

3
茨木市図書館ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ活動支
援交付金

茨木市立茨木小学校 ほか46小･
中学校

○

より地域の実情を反映した特色ある事業と
するため、各学校の提案をコンペしてはど
うか。また、成果を市民等へＰＲしたほう
が良い。

図書館が読書や学習ｾﾝﾀｰとしての役割､機能
の充実が図られるような内容になっている
か充分精査します｡各学校のﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞを使用
してＰＲします｡

4
茨木市中学校区人権教育協
同推進研究学校交付金

茨木市(養精)中学校区人権教育
協同推進研究学校
(現在､養精中学校区が研究指定
を受けている｡)

○

5 茨木市教育研究会補助金 茨木市教育研究会 ○ H25
事務執行の透明性のため、市の
直接執行へ移行する。

6
茨木市教育研究会教育課題
交付金

市立小･中学校の教職員で構成
される、教職員の横断的な組織
（平成24年度から茨木市教育研
究会に一括交付）

○ H25
毎年度定額の交付金から、事業
内容に応じて交付額を算定す
る。
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事業
補助化

補助額
適正化

整理
統合

その他
新制度
創設

その他
(提案公募
自由型等)

見直し内容等補助金等の名称 交付の相手先
検討部会
指摘事項

検討部会の指摘事項に
対する対応

見直し
年度

廃止見直して継続
現行
継続

№

　Ｅ　商工業団体が行う事業に対する補助金

1 茨木市商工業団体補助金 茨木商工会議所 ○ ○ H26
補助対象経費を明確にし、運営
費補助から、事業補助及び委託
事業に移行する。

市のビジョンを明確にし、会議所の役割を
提示した上で、新たな取組みを支援するよ
うな制度にしたほうが良い。また、成果を
ＰＲしたほうが良い。

アクションプランなど市の推進する事業と
合致するような新たな取り組みについて
は、補助対象として支援していきます。成
果についても一層ＰＲしてまいります。

2
茨木市商業タウンマネージ
メント事業

茨木商工会議所 ○ H26
商工会議所への他の補助金と併
せて整理する。

市のビジョンを明確にし、会議所の役割を
提示した上で、新たな取組みを支援するよ
うな制度にしたほうが良い。また、成果を
ＰＲしたほうが良い。

アクションプランなど市の推進する事業と
合致するような新たな取り組みについて
は、補助対象として支援していきます。成
果についても一層ＰＲしてまいります。

3
商工業振興事業補助金（共
同施設設置事業）

商業団体 ○ H26
社会情勢に合致した補助メ
ニューを整理する。

衰退する商店街への支援ではなく、がんば
る商店街への支援へ転換していくほうが良
い。

意欲のある商店街への支援を拡充していき
ます。

4
茨木市商工業振興事業（共
同事業：イベント関連）

総持寺本通商店街振興組合ほか
8団体

○ H26
産業活性化プロジェクト促進事
業補助金（提案公募型）へ移行
する。

5
茨木市商工業振興事業（共
同事業：街路灯電灯料）

総持寺本通商店街振興組合ほか ○
衰退する商店街への支援ではなく、がんば
る商店街への支援へ転換していくほうが良
い。

意欲のある商店街への支援を拡充していき
ます。

6
茨木市商工業振興事業（共
同事業：環境・交通対策）

茨木阪急東中央商店街 ○ H25 市の駐輪対策事業で実施する。

7
茨木市商工業振興事業（共
同事業：商い魅力アップ事
業）

JR茨木東３商店街 ○ H25
産業活性化プロジェクト促進事
業補助金（提案公募型）へ移行
する。

8
茨木市商工業振興事業（共
同事業：駐車（輪）場借上
料）

北茨木名店街 ○
衰退する商店街への支援ではなく、がんば
る商店街への支援へ転換していくほうが良
い。

意欲のある商店街への支援を拡充していき
ます。

9
茨木市商工業振興事業（商
業活性化対策事業）

商業団体 ○ H26
他の補助金（E-3）と統合す
る。

衰退する商店街への支援ではなく、がんば
る商店街への支援へ転換していくほうが良
い。

意欲のある商店街への支援を拡充していき
ます。

10
茨木市商店街活力アップ支
援事業

○ H26
他の補助金（小売店舗改築（改
装）事業補助金）と統合する。
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事業
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　Ｆ　農林業団体が行う事業に対する補助金

1 茨木市森林整備事業補助金 大阪府森林組合三島支店 ○
目標を定め、いつまで補助を続けるのか明
確にするべきである。

搬出材木で利益が上がり、業として成り立
つようになれば、補助金支援を打ち切る方
向で検討します。

2
茨木・ふれあいの森づくり
事業

里山サポートネット・茨木 ○
当該補助金支出が効果的という理由が必要
であり、効果のある事業であるならば、積
極的にＰＲするべきである。

当該事業は都市住民と地域住民等とが連
携・協働した里山の再生・保全活動を促進
するもので、効果は高いと認識しており、
今後、ＰＲ方法の検討を行います。

3 松沢池環境整備事業補助金 茨木市春日地区土地改良区 ○ H25 補助率の変更を行う。
当該補助金支出が効果的という理由が必要
であり、特色あるため池であるならば、積
極的にＰＲするべきである。

松沢池の市章は非常に特色のあるものであ
り、今後、ＰＲ方法の検討を行います。

4
茨木市農林業団体交流活動
事業等補助金（茨木市農業
振興団体連合会）

茨木市農業振興団体連合会 ○ ○ H26
運営費補助から事業補助へ移行
すると共に、補助上限額の算定
基準を明確にする。

会費収入を上げるなど、自立を促すべきで
ある。

運営費は会費で賄うこととし、補助金は市
が推進する農業振興に効果的な活動に対し
て支援していきます。

5

茨木市農林業団体交流活動
事業等補助金（見山地区都
市農村交流活動推進委員
会）

見山地区都市農村交流活動推進
委員会

○ ○ H26
運営費補助から事業補助へ移行
すると共に、補助上限額の算定
基準を明確にする。

会費収入を上げるなど、自立を促すべきで
ある。

運営費は会費で賄うこととし、補助金は市
が推進する農業振興に効果的な活動に対し
て支援していきます。

6
茨木市有害獣捕獲事業補助
金

大阪府猟友会茨木支部 ○

7
茨木市農空間活用事業補助
金（ふるさと食材供給事
業）

農事組合法人　見山の郷 ○ H26
現行は大豆に限定しているが、
新たな地域特産品につながる事
業へも対象を拡大する。

地場産大豆使用によりコストが高いのであ
れば、付加価値を付け高く売るなど自立に
努めるべきであり、この補助金は、新たな
事業が軌道に乗るまでのものとするべきで
ある。

事業が軌道に乗った時点で補助金の見直し
をする方向で検討します。

8
茨木市農空間活用事業補助
金（淡水魚種苗導入事業）

安威川上流漁業協同組合 ○ H25
釣り客数が減少しており、有効
性が低いため廃止する。
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事業
補助化

補助額
適正化

整理
統合

その他
新制度
創設

その他
(提案公募
自由型等)

見直し内容等補助金等の名称 交付の相手先
検討部会
指摘事項

検討部会の指摘事項に
対する対応

見直し
年度

廃止見直して継続
現行
継続

№

　Ｇ　障害者等の当事者団体に対する補助金

1
茨木市社会福祉事業団体補
助金（茨木市遺族会）

茨木市遺族会 ○ H26
補助対象経費を明確にし、運営
費補助から事業費補助へ移行す
る。

2
茨木市社会福祉事業団体補
助金（茨木地区更生保護女
性会）

茨木地区更生保護女性会 ○ H26
他の団体との公平性を考慮して
廃止とし、提案公募型補助金の
活用を促す。

3
障害者福祉関係団体補助金
（茨木市身体障害者福祉協
会）

茨木市身体障害者福祉協会 ○ H26
現行の補助団体に限らず、他の
障害者団体も活用できる事業補
助に転換する。

4
障害者福祉関係団体補助金
（茨木市原爆被害者の会）

茨木市原爆被害者の会 ○ H26
現行の補助団体に限らず、他の
障害者団体も活用できる事業補
助に転換する。

5
障害者福祉関係団体補助金
（茨木市精神障害者福祉協
会）

茨木市精神障害者福祉協会 ○ H26
現行の補助団体に限らず、他の
障害者団体も活用できる事業補
助に転換する。

6
障害者福祉関係団体補助金
（茨木市肢体不自由者父母
の会）

茨木市肢体不自由者父母の会 ○ H26
現行の補助団体に限らず、他の
障害者団体も活用できる事業補
助に転換する。

7
障害者福祉関係団体補助金
（茨木市障害児（者）を守
る・わかくさ会）

茨木市障害児（者）を守る・わ
かくさ会

○ H26
現行の補助団体に限らず、他の
障害者団体も活用できる事業補
助に転換する。

8

障害者福祉関係団体補助金
（地域・校区で「障害児・
者」の生活と教育を保障し
よう茨木市民の会）

地域・校区で「障害児・者」の
生活と教育を保障しよう茨木市
民の会

○ H26
現行の補助団体に限らず、他の
障害者団体も活用できる事業補
助に転換する。

9
茨木市単位老人クラブ補助
金

単位老人クラブ　１６４団体 ○

10
茨木市社会福祉事業団体補
助金（茨木市母子福祉会）

茨木市母子福祉会 ○ H26
他の団体との公平性を考慮して
廃止とし、提案公募型補助金の
活用を促す。
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事業
補助化

補助額
適正化

整理
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新制度
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(提案公募
自由型等)

見直し内容等補助金等の名称 交付の相手先
検討部会
指摘事項

検討部会の指摘事項に
対する対応

見直し
年度

廃止見直して継続
現行
継続

№

　Ｈ　公的委員が円滑に活動するために当該委員で組織する団体への補助金

1
茨木市人権擁護委員会補助
金

茨木市人権擁護委員会 ○ ○ H26
運営費補助から事業補助へ移行
すると共に、補助上限額の算定
基準を明確にする。

事業補助への移行が基本ではあるが、ボラ
ンティアの団体であるため、一定の配慮が
必要である。

補助金は金銭的なことなので明確にするべ
きであると考えますが、今後とも委員が活
動しやすいように支援を行っていきます。

2
茨木市社会福祉事業団体補
助金（茨木市民生委員児童
委員協議会）

茨木市民生委員児童委員協議会 ○ ○ H26
運営費補助から事業補助へ移行
すると共に、補助上限額の算定
基準を明確にする。

事業補助への移行が基本ではあるが、ボラ
ンティアの団体であるため、一定の配慮が
必要である。

補助金は金銭的なことなので明確にするべ
きであると考えますが、今後とも委員が活
動しやすいように支援を行っていきます。

3
茨木市社会福祉事業団体補
助金（茨木地区保護司会）

茨木地区保護司会 ○ ○ H26
運営費補助から事業補助へ移行
すると共に、補助上限額の算定
基準を明確にする。

事業補助への移行が基本ではあるが、ボラ
ンティアの団体であるため、一定の配慮が
必要である。

補助金は金銭的なことなので明確にするべ
きであると考えますが、今後とも委員が活
動しやすいように支援を行っていきます。
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　Ｉ　小・中学校区ごとに地域で公益活動を行う団体及びその上部団体に対する補助金

1 茨木市自治会連合会補助金 茨木市自治会連合会 ○ H25
補助対象経費を明確にし、運営
費補助から事業費補助へ移行す
る。

2
茨木市子どもの安全見守り
隊(校区ボランティア巡視
員)交付金

茨木小学校子どもの安全見守り
隊 ほか32小学校子どもの安全
見守り隊

○

子どもの安全を確実に取り組むためには、
補助金ではなく委託のほうが良いのではな
いか。また、地域だけでなく企業・商店も
含めた取組みを進めるなど、確実に子ども
の安全を見守ることができるよう制度設計
をしてほしい。

当該補助金は、児童と地域との関わりも大
切にしたいことから地域の活動に支援して
おり、市としては、通学路の整備や危険箇
所の調査等を実施し、安全確保に努めてい
ます。また､企業等の協力については､現行
もタクシー会社などの協力を得ており、引
続き地元企業の協力確保に努めていきま
す。

3 自主防災組織事業補助金 市内自主防災組織 ○

4 茨木市公民館区事業補助金 公民館区事業実施委員会等 ○ H25
運営費補助を廃止し、事業費補
助のみとする。

公民館活動が活発になるよう、もっとＰＲ
したほうが良い。

ふるさとまつりや文化展等のＰＲについて
は、事業実施委員会が地域住民のために発
行している公民館報や自治会の回覧等で、
その魅力を積極的にＰＲしていきます。

5
地区スポーツ・レクリエー
ション大会補助金（32地
区）

公民館区事業実施委員会等 ○
公民館活動が活発になるよう、もっとＰＲ
したほうが良い。

ふるさとまつりや文化展等のＰＲについて
は、事業実施委員会が地域住民のために発
行している公民館報や自治会の回覧等で、
その魅力を積極的にＰＲしていきます。

6 青少年健全育成事業補助金

1小学校区こども会育成連絡協
議会2小学校区青少年健全育成
運動協議会3小学校区青少年会
育成会4中学校区青少年健全育
成運動協議会5中学校区青少年
指導員会 茨 市青 指導員

○

7
社会教育関係団体補助金
（茨木市こども会育成連絡
協議会）

茨木市こども会育成連絡協議会 ○ ○ H25
青少年健全育成事業補助金と統
合する。
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　Ｊ　市の事務の代替的な事業を行う団体への補助金

1
茨木市人権センター事業補
助金

茨木市人権センター ○ H26
補助対象経費を明確にし、運営
費補助から事業費補助へ移行す
る。

再補助について、しっかりと有効性を図
り、適正な補助とすること。

再補助について、有効性の高い事業補助と
なるよう内容について見直し、適正化を図
ります。

2
茨木市住みよいまちづくり
協議会交付金

茨木市住みよいまちづくり協議
会

○ H25
毎年度定額の交付金から、事業
内容に応じて交付額を算定す
る。

3
茨木市国際親善都市協会補
助金

茨木市国際親善都市協会 ○ H25
補助対象経費を明確にし、運営
費補助から事業費補助へ移行す
る。

繰越が多いので、事業補助化の中で整理す
ること。また、もっと活動をＰＲしたほう
が良い。

繰越金については、平成25年度において整
理します。また、協会の活動のＰＲについ
ては、今後とも積極的に実施していきま
す。

4
茨木市社会福祉協議会補助
金

社会福祉法人 茨木市社会福祉
協議会

○ H26

社会福祉協議会の今後のあり方
について検討するなかで、併せ
て人件費補助について整理す
る。

人件費への補助は避けるべきである。 人件費補助について整理します。

5 茨木市障害者事業団補助金 茨木市障害者事業団 ○ H26
障害者就労支援センター事業と
ともに整理して一本化する。

補助金から指定管理とすることで経費が上
がることがないように。

経費は増加はいたしません。

6
茨木市シルバー人材セン
ター運営補助金

茨木市公益社団法人茨木市シル
バー人材センター

○
本来、事業収入で運営するべきであり、経
営の視点が必要である。一定の期日を設け
て、改善提案をするべきである。

以前から改善に取り組み、効果を上げてい
るが、今後も継続して改善に努めます。

7
茨木市献血推進協議会補助
金

茨木市献血推進協議会 ○ H25
補助対象経費を明確にし、運営
費補助から事業費補助へ移行す
る。

8 茨木市学校給食会補助金 茨木市学校給食会 ○ ○ H25

補助対象経費を明確にするとと
もに、事務の透明性の確保のた
め、直接執行について検討す
る。

市が負担するべき費用であるならば、委託
や直接執行のほうが良いのではないか。

今後、事務の透明性・効率性等を勘案し、
検討します。

9 茨木市学校保健会交付金 茨木市学校保健会 ○ ○ H25

補助対象経費を明確にするとと
もに、事務の透明性の確保のた
め、直接執行について検討す
る。

市が負担するべき費用であるならば、委託
や直接執行のほうが良いのではないか。

今後、事務の透明性・効率性等を勘案し、
検討します。

10 茨木市観光協会補助金 一般社団法人　茨木市観光協会 ○ ○ H26
補助対象経費を明確にし、運営
費補助から事業費補助へ移行す
る。

総事業費における人件費割合が高いのでは
ないか。

人件費の抑制は以前から取り組んでおり、
今後も適正化を図りながら、収益事業の拡
大を促していきます。
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11 茨木市観光協会事業補助金 一般社団法人　茨木市観光協会 ○ ○ H26
補助対象経費を明確にし、運営
費補助から事業費補助へ移行す
る。

効果のある事業をさらに実施していき、茨
木市のＰＲをもっと積極的に行うべきであ
る。

観光協会に対して事業の提案を行うなど、
より効果の高い事業実施に努めていきま
す。また、市ホームページ、広報誌、ＰＲ
イベント等で更なる周知に努めます。

12 茨木市文化振興財団補助金
公益財団法人 茨木市文化振興
財団

○

効率化による支出の削減や、チケット収入
の増、会員を募るなどの収入増を図り、自
立する目標を掲げて努力する必要がある。
また、人件費補助の見直しを検討するべき
である。

今後も支出削減やチケット収入の増を得ら
れるよう促します。また、人件費への補助
については、当該団体の設立趣旨も踏まえ
ながら、慎重に検討していきます。

9 / 13 ページ



使用料・補助金等見直し検討部会　既存補助金等検証結果（案）

事業
補助化

補助額
適正化

整理
統合

その他
新制度
創設

その他
(提案公募
自由型等)

見直し内容等補助金等の名称 交付の相手先
検討部会
指摘事項

検討部会の指摘事項に
対する対応

見直し
年度

廃止見直して継続
現行
継続

№

　Ｋ　社会教育関係団体に対する補助金

1
社会教育関係団体補助金
（茨木スカウト連絡会）

茨木スカウト連絡会 ○ H26
他の団体との公平性を考慮して
廃止とし、提案公募型補助金の
活用を促す。

2
社会教育関係団体補助金
（茨木市障害児・者の社会
教育をすすめる会）

茨木市障害児・者の社会教育を
すすめる会

○ H26

現行の補助団体に限らず、他の
団体も活用できる活動のテーマ
に沿った提案公募型補助金の活
用を促す。

3
社会教育関係団体補助金
（茨木市PTA協議会）

茨木市PTA協議会 ○ H26
市として必要な部分については
直接執行を検討する。

4
社会教育関係団体補助金
（大阪府高齢者大学同窓会
茨木）

大阪府高齢者大学同窓会茨木 ○ H26
他の団体との公平性を考慮して
廃止とし、提案公募型補助金の
活用を促す。

5
社会教育関係団体補助金
（茨木市合唱連盟）

茨木市合唱連盟 ○ H26
現行の補助団体に限らず、他の
団体も活用できる提案公募型補
助制度を創設する。

今後の文化行政の方向性を明確にするこ
と。

文化に関した事業補助の創設を検討しま
す。

6
社会教育関係団体補助金
（茨木美術協会）

茨木美術協会 ○ H26
現行の補助団体に限らず、他の
団体も活用できる提案公募型補
助制度を創設する。

今後の文化行政の方向性を明確にするこ
と。

文化に関した事業補助の創設を検討しま
す。

7
社会教育関係団体補助金
（茨木市音楽芸術協会）

茨木市音楽芸術協会 ○ H26
現行の補助団体に限らず、他の
団体も活用できる提案公募型補
助制度を創設する。

今後の文化行政の方向性を明確にするこ
と。

文化に関した事業補助の創設を検討しま
す。

8
社会教育関係団体補助金
（オワゾリール会）

オワゾリール会 ○ H26
現行の補助団体に限らず、他の
団体も活用できる提案公募型補
助制度を創設する。

今後の文化行政の方向性を明確にするこ
と。

文化に関した事業補助の創設を検討しま
す。

9
社会教育関係団体補助金
（茨木市吹奏楽団）

茨木市吹奏楽団 ○ H26
現行の補助団体に限らず、他の
団体も活用できる提案公募型補
助制度を創設する。

今後の文化行政の方向性を明確にするこ
と。

文化に関した事業補助の創設を検討しま
す。

10
社会教育関係団体補助金
（茨木市少年少女合唱団）

茨木市少年少女合唱団 ○ H26
現行の補助団体に限らず、他の
団体も活用できる提案公募型補
助制度を創設する。

今後の文化行政の方向性を明確にするこ
と。

文化に関した事業補助の創設を検討しま
す。
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11
社会教育関係団体補助金
（茨木三曲協会）

茨木三曲協会 ○ H26
現行の補助団体に限らず、他の
団体も活用できる提案公募型補
助制度を創設する。

今後の文化行政の方向性を明確にするこ
と。

文化に関した事業補助の創設を検討しま
す。

12
社会教育関係団体補助金
（文章教室グループかしの
木）

文章教室グループかしの木 ○ H26
他の団体との公平性を考慮して
廃止とし、提案公募型補助金の
活用を促す。

13
社会教育関係団体補助金
（茨木手話サークルのば
ら）

茨木手話サークルのばら ○ H26

現行の補助団体に限らず、他の
団体も活用できる活動のテーマ
に沿った提案公募型補助金の活
用を促す。

14
社会教育関係団体補助金
（グループ藍野）

グループ藍野 ○ H26
市として必要な部分については
直接執行を検討する。

15
社会教育関係団体補助金
（茨木市バラの会）

茨木市バラの会 ○ H26
市として必要な部分については
直接執行を検討する。

16
社会教育関係団体補助金
（茨木市郷土芸能保存会）

茨木市郷土芸能保存会 ○ H26
現行の補助団体に限らず、他の
団体も活用できる提案公募型補
助制度を創設する。

今後の文化行政の方向性を明確にするこ
と。

文化に関した事業補助の創設を検討しま
す。

17
社会教育関係団体補助金
（島あしわけ小唄保存会）

島あしわけ小唄保存会 ○ H26
現行の補助団体に限らず、他の
団体も活用できる提案公募型補
助制度を創設する。

今後の文化行政の方向性を明確にするこ
と。

文化に関した事業補助の創設を検討しま
す。

18
社会教育関係団体補助金
（茨木市文化財愛護会）

茨木市文化財愛護会 ○ H26
他の団体との公平性を考慮して
廃止とし、提案公募型補助金の
活用を促す。

19
社会教育関係団体補助金
（茨木市自然保護研究会）

茨木市自然保護研究会 ○ H26
他の団体との公平性を考慮して
廃止とし、提案公募型補助金の
活用を促す。

20
社会教育関係団体補助金
（茨木山草会）

茨木山草会 ○ H26
他の団体との公平性を考慮して
廃止とし、提案公募型補助金の
活用を促す。
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21 茨木市体育協会補助金
特定非営利活動法人 茨木市体
育協会

○ H26
補助対象経費を明確にし、運営
費補助から事業費補助へ移行す
る。

収入の確保や事務費の削減を進めていくべ
きである。

事務費を精査します。

22
市長旗争奪茨木市スポーツ
少年団競技大会事業補助金

茨木市スポーツ少年団本部 ○ H26
体育協会への補助金と統合す
る。

23
茨木市長杯争奪少年軟式野
球大会事業補助金

茨木市少年軟式野球連盟 ○ H26
現行の補助団体に限らず、他の
団体も活用でき制度を創設す
る。

種目も含めて公平性が確保できるように制
度設計してほしい。

他の種目も参加出来るよう公平性のある制
度を作ります。
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使用料・補助金等見直し検討部会　既存補助金等検証結果（案）

事業
補助化

補助額
適正化

整理
統合

その他
新制度
創設

その他
(提案公募
自由型等)

見直し内容等補助金等の名称 交付の相手先
検討部会
指摘事項

検討部会の指摘事項に
対する対応

見直し
年度

廃止見直して継続
現行
継続

№

　Ｌ　その他の補助金等

1
職場における職員の自主研
修補助金

自主研修申請部又は課 ○ H25
事務執行の透明性のため、市の
直接執行へ移行する。

職員の研修は積極的に行うべきであり、補
助ではなく、責任を持って市が直接行うべ
きではないか。

直接執行で実施します。なお、この制度は
自己研鑽に努める意欲の高い職員を支援す
る制度であり、業務に必須の基礎的・専門
的研修については、今後とも正規の研修に
おいて適切に実施していきます。

2 通信教育講座受講料補助金 市職員 ○
職員育成にとってより効果のある講座にし
たほうが良い。

講座の内容について精査します。なお、こ
の制度は自己研鑽に努める意欲の高い職員
を支援する制度であり、業務に必須の基礎
的・専門的研修については、今後とも正規
の研修において適切に実施していきます。

3
茨木市消費者関係団体補助
金

茨木市消費者協会・茨木市中央
生活学校

○ H26
補助対象経費を明確にし、運営
費補助から事業費補助へ移行す
る。

活動規模が小さいので、広げる取組みも必
要ではないか。また、補助事業の効果を
しっかりと検証すること。

他団体との連携をさらに進め、事業拡大を
促進します。また、事業効果についても検
証を行います。

4 茨木市労働団体事業補助金

連合大阪北大阪地域協議会北摂
地区協議会茨木連絡会、茨木地
区メーデー大会実行委員会、茨
木地区統一メーデー大会実行委
員会

○ H25
特定の団体を対象としているこ
とから廃止とする。

5 茨木市勤労者互助会交付金 茨木市勤労者互助会 ○ H25
補助対象経費を明確にし、運営
費補助から事業費補助へ移行す
る。

市として補助していることをＰＲし、入会
機会拡大の努力をしたほうが良い。また、
補助経費の内容を明確にすべきである。

市が支援していることをＰＲした制度案内
チラシなどの広報媒体を活用し、入会者の
拡大に努めます。補助対象経費の明確化に
努めます。

6
茨木市交通安全推進団体事
業交付金（｢交通事故をなく
す運動｣茨木市推進本部）

「交通事故をなくす運動」茨木
市推進本部

○ H25 補助対象経費を明確にする。

7
茨木市交通安全推進団体事
業交付金（茨木市学童通学
安全対策協議会）

茨木市学童通学安全対策協議会 ○ H25
事務執行の透明性のため、市の
直接執行へ移行する。

子どもの安全は重要なので、もっと積極的
により良い事業を展開してほしい。

ソフトやハード事業を積極的に展開し、子
どもの安全確保に努めていきます。

8
茨木市交通安全推進団体事
業交付金（茨木市地域交通
安全活動推進委員協議会）

茨木市地域交通安全活動推進委
員協議会

○ H25

大阪府公安委員会から委嘱され
た委員の会であることから、市
の補助は廃止し、警察に対し支
援を求める。

9
茨木私立幼稚園連合会補助
金

茨木市私立幼稚園連合会 ○ H26
他業種の同様の活動を行ってい
る団体へは補助を行っていない
ため廃止する。

公立・私立ともに教員の資質向上は同じよ
うに必要であり、廃止による影響が出ない
ようにして欲しい。

より幼児教育の充実が図られるよう研究し
ます。

10
茨木市私立保育所等運営補
助金（茨木市私立保育園連
盟）

茨木市私立保育園連盟 ○ H26
他業種の同様の活動を行ってい
る団体へは補助を行っていない
ため廃止する。

公立・私立ともに保育士の資質向上は同じ
ように必要であり、廃止による影響が出な
いようにして欲しい。

より保育内容の充実が図られるよう研究し
ます。

11
茨木市山地部校文化行事振
興会補助金

茨木市山地部校文化行事振興会 ○
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